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特
集
１　
変
容
す
る
米
軍
基
地
と
日
米
同
盟

自
衛
隊
・
米
軍
「
一
体
化
」
に
つ
い
て

大
内
要
三

「
武
器
防
護
」
と
い
う
一
体
化

な
ぜ
米
軍
・
自
衛
隊
の
「
一
体
化
」
が
問
題
に
な

る
の
か
。「
憲
法
第
９
条
と
の
関
係
で
、
我
が
国
に
よ

る
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
『
武
力
の
行
使

と
一
体
化
』
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
自
身
が
憲

法
の
下
で
認
め
ら
れ
な
い
『
武
力
の
行
使
』
を
行
っ

た
と
の
法
的
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
」
に

し
て
き
た
（
２
０
１
４
年
7
月
1
日
閣
議
決
定
）
と
の
建
前

が
あ
る
か
ら
だ
。
自
衛
隊
が
米
軍
と
と
も
に
行
動
す

れ
ば
、「
武
力
の
行
使
」
を
伴
う
行
動
を
強
い
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
る
、
自
国
防
衛
と
無
関
係
な
局
面
で
戦
闘

行
為
を
す
る
の
は
明
ら
か
に
憲
法
９
条
違
反
で
は
な

い
か
、
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
た
。

２
０
１
６
年
9
月
に
成
立
し
た
安
保
法
制
（
戦
争
法
）

は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
日
本
が
他
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
場

合
）
だ
け
で
な
く
、
定
義
が
曖
昧
な
存
立
危
機
事
態
で

も
自
衛
隊
が
同
盟
国
軍
と
と
も
に
武
力
行
使
を
す
る

こ
と
を
容
認
し
、「
一
体
化
」
の
議
論
を
吹
き
飛
ば
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
安
保
法
制
成
立
に
先
立
つ
「
日

米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」（
第
3
次
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

は
、
事
実
上
の
安
保
条
約
改
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
条
約
扱
い
さ
れ
ず
、
２
０
１
５
年
4
月
に
日
米

4
閣
僚
の
了
承
の
み
で
成
立
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
、
自
衛
隊
内
部
文
書
の
表
現
に
よ
れ
ば
日

米
「
軍
軍
間
」
協
力
の
指
針
だ
っ
た
。

南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
は
、
安
保
法
制
に

よ
り
付
与
さ
れ
た
新
任
務
「
駆
け
付
け
警
護
」
を
実

施
し
な
い
ま
ま
唐
突
に
撤
退
し
た
。
次
の
新
任
務
は

「
米
艦
防
護
」
だ
っ
た
。
自
衛
隊
法
95
条
の
2
「
合
衆

国
軍
隊
等
の
部
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器

の
使
用
」
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
例
と
し
て

昨
年
5
月
、
横
須
賀
か
ら
九
州
南
方
ま
で
米
補
給
艦

を
「
防
護
」
し
た
新
鋭
艦
「
い
ず
も
」
は
、
ひ
き
つ

づ
き
南
シ
ナ
海
に
行
き
、
米
海
軍
と
「
共
同
運
航
訓

練
」
を
し
た
。
防
護
さ
れ
た
米
補
給
艦
は
日
本
海
に

入
り
朝
鮮
を
威
嚇
す
る
空
母
打
撃
群
に
弾
薬
等
を
補

給
し
た
。「
共
同
運
航
」
と
い
っ
て
も
一
緒
に
走
る
だ

け
で
は
何
の
訓
練
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
互
い
に
乗

員
を
交
換
し
た
り
、
実
質
的
に
共
同
Ｉ
Ｓ
Ｒ
（
情
報
収

集・警
戒
監
視・偵
察
）を
し
た
り
し
て
い
る
は
ず
だ
。「
米

艦
防
護
」
も
「
共
同
運
航
訓
練
」
も
実
施
し
た
こ
と

自
体
が
防
衛
省
か
ら
は
発
表
さ
れ
な
い
例
が
多
い
が
、

米
軍
発
表
で
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
当
然

「
米
艦
防
護
」
あ
る
い
は
「
共
同
訓
練
」
中
に
攻
撃
を

受
け
れ
ば
、
と
も
に
戦
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

 「
武
器
防
護
」
を
名
目
と
す
る
共
同
作
戦
は
、
海
だ

け
で
は
な
く
空
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
航
空
自
衛

隊
の
発
表
で
は
昨
年
11
月
、「
日
米
韓
三
ヵ
国
の
強
固

で
緊
密
な
連
携
の
一
環
」
と
し
て
「
日
米
共
同
対
処

能
力
及
び
部
隊

の
戦
術
技
量
の

向
上
」
の
た
め
、

グ
ア
ム
配
備
の

Ｂ
１
戦
略
爆
撃

機
と
自
衛
隊
の

Ｆ
15
戦
闘
機
が

「
編
隊
航
法
訓

練
」
を
し
た
と

い
う
。
安
倍
首

相
は
1
月
の
施

政
方
針
演
説
中
、

こ
の
と
き
自
衛

隊
機
に
は
「
米

軍
機
防
護
」
の
任
務
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
公

表
し
た
。
自
衛
隊
機
が
米
軍
機
と
の「
編
隊
航
法
訓
練
」

中
に
米
軍
機
防
護
の
任
務
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
他

に
も
た
び
た
び
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
実
態
は
公
表

さ
れ
な
い
。

南
シ
ナ
海
の
緊
張
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
時
に
偶
発

的
な
戦
闘
行
為
が
想
定
さ
れ
る
と
き
、
自
衛
隊
は
い

つ
で
も
米
軍
と
と
も
に
戦
え
る
態
勢
で
出
動
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

自
衛
隊
基
地
は
米
軍
基
地
で
も
あ
る

日
米
地
位
協
定
2
条
の
規
定
に
よ
り
、
米
国
は

日
本
の
領
土
の
ど
こ
に
で
も
基
地
提
供
を
要
求
で
き
、

非
公
開
の
日
米
合
同
委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
日
本

政
府
が
土
地
を
用
意
し
、
米
国
に
提
供
す
る
。
辺
野

古
で
は
す
べ
て
日
本
側
の
費
用
負
担
で
新
基
地
が
建 米軍 B-1 爆撃機を「防護」する自衛隊 F-15 戦闘機
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変
容
す
る
米
軍
基
地
と
日
米
同
盟

設
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
基
地
の
一
部
は
日
常
的
に
は

自
衛
隊
が
管
理
運
営
し
、
米
軍
の
必
要
に
応
じ
て
使

用
さ
せ
る
共
同
基
地
に
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
日

本
に
返
還
さ
れ
自
衛
隊
が
使
用
し
て
い
る
基
地
も
同

じ
。
富
士
山
麓
に
普
天
間
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
飛
来
す
る
の
は
こ
の
た
め
だ
。

自
衛
隊
と
米
軍
の
基
地
共
同
使
用
は
、
第
3
次
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
Ⅳ
章
に
「
施
設
・
区
域
の
共
同
使
用
を
強

化
」
と
書
か
れ
て
以
降
、
急
増
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
今
年
は
「
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
」
の
名
目

で
、
基
地
共
同
使
用
・
共
同
訓
練
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。
3
月
16
日
の
防
衛
省
発
表
に
よ
れ

ば
、「
日
米
の
相
互
運
用
性
の
向
上
及
び
嘉
手
納
を
は

じ
め
と
す
る
米

軍
飛
行
場
周
辺

の
騒
音
軽
減
を

目
的
と
し
て
実

施
」
す
る
も
の

だ
。
訓
練
移
転

元
の
米
軍
基
地

は
嘉
手
納
、
岩

国
、
三
沢
で
あ

り
、
訓
練
移
転

先
は
千
歳
、
三

沢
、
百
里
、
小

松
、
築
城
、
新

田
原
の
自
衛
隊

基
地
。
北
か
ら

南
ま
で
共
同
訓

練
を
ば
ら
ま
い

て
い
る
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
で
の
自
衛
隊
訓
練
も
増

え
て
い
る
。
米
海
兵
隊
基
地
で
自
衛
隊
が
市
街
地
戦

闘
訓
練
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
闘
訓
練
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
昨
年
3
月
10
日
の
国
会
で
政
府
が
認
め
た
。

そ
し
て
「
南
西
方
面
防
衛
力
強
化
」
と
称
し
て
、

こ
れ
ま
で
自
衛
隊
基
地
も
米
軍
基
地
も
な
か
っ
た
奄

美
、
宮
古
（
従
来
は
通
信
部
隊
の
み
駐
在
）、
石
垣
、
与

那
国
に
、
い
ま
大
規
模
な
自
衛
隊
基
地
が
建
設
さ
れ
、

沿
岸
監
視
隊
や
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
駐
在
を
始

め
て
い
る
。
小
西
誠
氏
の
現
地
調
査
と
研
究
が
詳
し

い
。
自
衛
隊
那
覇
基
地
も
増
強
さ
れ
、
那
覇
空
港
に

は
軍
民
共
用
の
ま
ま
２
０
２
０
年
ま
で
に
2
本
目
の

滑
走
路
が
完
成
す
る
。
島
嶼
防
衛
と
い
う
が
、「
敵
」

か
ら
見
れ
ば
軍
事
基
地
の
な
い
島
を
攻
撃
・
占
領
す

る
実
利
は
な
い
の
で
、
逆
に
「
敵
」
の
攻
撃
対
象
を

増
や
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

２
０
１
２
年
7
月
の
統
合
幕
僚
監
部
内
部
文
書
「
日

米
の
『
動
的
防
衛
協
力
』
に
つ
い
て
」
に
は
、
辺
野

古
新
基
地
を
含
む
多
く
の
沖
縄
米
軍
基
地
を
日
米
共

同
基
地
と
す
る
計
画
が
書
か
れ
て
い
る
。
南
西
方
面
の

自
衛
隊
新
基
地
は
、
中
国
軍
の
太
平
洋
進
出
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
有
事
に
は
米
軍
と
共
同
使
用
す
る
、
つ
ま
り

後
方
に
撤
退
し
つ
つ
あ
る
米
軍
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦

略
を
補
完
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

基
地
共
同
使
用
の
例
は
、
２
０
１
４
年
5
月
の
グ

ア
ム
協
定
改
定
で
グ
ア
ム
、
テ
ニ
ア
ン
に
ま
で
延
び

て
い
る
。
自
衛
隊
の
戦
闘
機
は
グ
ア
ム
で
爆
弾
投
下

訓
練
を
し
て
い
る
し
、
２
０
１
６
年
の
日
米
共
同
演

習
「
キ
ー
ン
・
ソ
ー
ド
」
で
の
敵
前
上
陸
訓
練
は
テ

ニ
ア
ン
で
行
な
わ
れ
た
。
テ
ニ
ア
ン
は
か
つ
て
日
本

が
統
治
し
、
の
ち
米
軍
が
占
領
し
て
、
広
島
・
長
崎

に
投
下
し
た
原
爆
を
爆
撃
機
に
搭
載
し
た
島
だ
。

基
地
共
同
使
用
と
い
え
ば
、
自
衛
隊
の
派
米
訓
練

も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ア
ラ
ス
カ
で
は
自
衛
隊
機
の

実
戦
的
な
戦
闘
訓
練
が
行
な
わ
れ
る
し
、
本
年
3
月

に
新
編
さ
れ
日
本
版
海
兵
隊
と
い
わ
れ
る
水
陸
機
動

団
は
、
前
身
の
西
部
地
方
普
通
科
連
隊
の
こ
ろ
か
ら

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
実
戦
的
教
育
を
受
け
た
。
陸
上

自
衛
隊
の
長
距
離
砲
の
実
弾
射
撃
訓
練
も
米
本
土
で

行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
米
軍
基
地
使
用
に
は
、
日

本
側
か
ら
使
用
料
が
支
払
わ
れ
る
。
日
本
の
基
地
は

米
国
に
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
。

沖縄の米軍基地は自衛隊と共同使用に（統合幕僚監部「日米の『動
的防衛力』について」より）

沖縄先島の自衛隊基地は米軍と連携する（統合幕僚幹部「日米の『動的防衛力』
について」より）
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特
集
１　
変
容
す
る
米
軍
基
地
と
日
米
同
盟

軍
軍
間
の
調
整
所

有
事
に
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮
下
に
入
る

１
９
５
２
年
の
吉
田
首
相
と
ク
ラ
ー
ク
極
東
米
軍
司

令
官
と
の
間
の
密
約
に
つ
い
て
は
、
古
関
彰
一
氏
が

米
国
の
文
書
館
で
資
料
を
発
見
し
た
。
こ
の
密
約
が

国
連
軍
地
位
協
定
と
日
米
安
保
・
地
位
協
定
の
巧
妙

な
使
い
分
け
に
よ
り
現
在
も
有
効
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
密
約
を
新
た
に
多
産
し
て
い
る
の
が
日
米
合
同
委

員
会
で
あ
る
こ
と
は
、
矢
部
宏
治
氏
、
末
浪
靖
司
氏
、

吉
田
敏
宏
氏
に
よ
っ
て
考
究
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦

争
終
結
へ
の
道
が
戦
後
日
本
政
治
の
枠
組
み
の
変
革

と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

な
お
日
米
合
同
委
員
会
は
、
日
米
地
位
協
定
の
実

施
に
関
す
る
協
議
の
場
で
あ
り
、
現
在
は
第
3
次
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
Ⅲ
章
に
よ
り
「
平
時
か
ら
緊
急
事
態
ま

で
両
政
府
が
緊
密
な
協
議
、
政
策
・
運
用
面
の
適
確

な
調
整
」
を
す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
「
同
盟
調

整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
一
環
。
日
本
側
代
表
は
外
務
省

北
米
局
長
、
米
国
側
代
表
は
在
日
米
軍
副
司
令
官
で

あ
る
。

公
式
に
は
第
3
次
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
共

同
作
戦
で
も
自
衛
隊
と
米
軍
は
「
各
々
の
指
揮
系
統

を
通
じ
て
行
動
」
す
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
「
調
整
」

が
行
な
わ
れ
る
。
ど
こ
で
調
整
す
る
か
（
ど
こ
が
共
同

指
揮
所
に
な
る
か
）
と
い
え
ば
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
合

意
さ
れ
２
０
１
５
年
11
月
に
発
足
、
常
設
さ
れ
た
「
共

同
運
用
調
整
所
（
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）」
だ
ろ
う
。
２
０
１
５

年
5
月
の
統
合
幕
僚
監
部
文
書
中
で
「
軍
軍
間
の
調

整
所
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
横
田
を
中
心

に
防
衛
省
（
市
ヶ
谷
）・
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
（
ハ
ワ
イ
）

を
結
び
、
平
時
か
ら
大
規
模
災
害
対
処
、
武
力
攻
撃

事
態
、
存
立
危
機
事
態
、
自
衛
隊
海
外
派
遣
を
含
む
、

あ
ら
ゆ
る
自
衛
隊
・
米
軍
共
同
行
動
の
調
整
機
関
と

な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
日
本
側
は
統
合
幕
僚
監

部
、
陸
海
空
幕
僚
監
部
の
代
表
で
あ
り
、
米
国
側
は

太
平
洋
軍
司
令
部
、
在
日
米
軍
司
令
部
の
代
表
で
あ
る
。

し
か
し
有
事
の
作
戦
指
揮
が
協
議
に
よ
っ
て
進
行

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
朝
鮮
有
事
・
南
シ
ナ
海

有
事
で
自
衛
隊
と
米
軍
が
対
等
の
立
場
で
協
力
す
る

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
後
方
支
援
は
後
方

支
援
に
す
ぎ
ず
、
自
衛
隊
は
い
つ
ま
で
も
米
軍
の
補

助
部
隊
と
な
る
。
な
お
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
司
令
官
は
米
軍

人
で
あ
り
、
米
韓
連
合
司
令
部
の
戦
時
作
戦
統
制
権

は
ま
だ
米
軍
に
あ
る
。

自
衛
隊
法
7
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
指

揮
監
督
権
は
総
理
大
臣
に
あ
る
。
防
衛
大
臣
は
総
理

大
臣
の
指
揮
命
令
に
よ
り
自
衛
隊
の
隊
務
を
統
括
す

る
。
自
衛
隊
に
は
統
合
幕
僚
監
部
と
3
自
衛
隊
そ
れ

ぞ
れ
の
幕
僚
監
部
が
あ
り
各
幕
僚
長
が
い
る
が
、
事

態
対
処
に
当
た
っ
て
設
置
さ
れ
る
統
合
任
務
部
隊
の

指
揮
監
督
は
統
合
幕
僚
長
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
の

で
、
統
合
幕
僚
長
が
自
衛
隊
の
最
高
司
令
官
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
態
勢
は
統
合
任
務
部
隊

が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
の
み
、
つ
ま
り
ア
ド
ホ
ッ
ク

だ
。
そ
こ
で
常
時
、
自
衛
隊
の
「
統
合
司
令
部
」
を

設
置
す
る
計
画
が
い
ま
進
行
し
て
お
り
、
本
年
末
の

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
改
定
に
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る

か
が
注
目
さ
れ
る
。
4
月
25
日
付
の
『
産
経
新
聞
』

は
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

「
防
衛
省
が
、
陸
海
空
3
自
衛
隊
の
運
用
を
常
時
、

一
元
的
に
指
揮
す
る
『
統
合
司
令
部
』
創
設
に
向
け

最
終
調
整
に
入
る
」「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
単
一

の
事
態
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
も
組
み

合
わ
さ
っ
た
複
合
事
態
や
多
様
な
攻
撃
に
対
処
す
る

た
め
の
措
置
」「
年
内
に
改
定
す
る
防
衛
力
整
備
の
基

本
指
針
『
防
衛
計
画
の
大
綱
』
と
、
平
成
31
年
度
か

ら
の
『
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
』
に
統
合
司
令
部
の

創
設
方
針
を
明
記
す
る
」

東
日
本
大
震
災
の
と
き
「
当
時
の
統
幕
長
は
半
分

以
上
の
時
間
を
首
相
官
邸
へ
の
報
告
や
米
軍
と
の
調

整
に
割
か
れ
、
部
隊
運
用
か
ら
目
を
離
さ
ざ
る
を
得

な
い
局
面
が
多
か
っ
た
」
こ
と
の
反
省
か
ら
、「
ト
ッ

プ
の
統
合
司
令
官
が
起
き
て
い
る
事
態
を
す
べ
て
把

握
し
、
次
に
予
測
さ
れ
る
事
態
も
分
析
。
そ
れ
に
対

す
る
部
隊
運
用
に
つ
い
て
防
衛
相
の
判
断
を
直
接
仰

ぎ
、
迅
速
で
適
確
な
指
揮
を
可
能
に
す
る
」
こ
と
を

目
的
に
、
統
合
幕
僚
長
と
は
別
個
に
統
合
司
令
官
を

置
く
よ
う
だ
。
こ
れ
で
米
軍
と
の
共
同
作
戦
は
よ
り

迅
速
に
な
る
。

防
衛
予
算
を
増
や
し
、
戦
え
る
装
備
を
も
ち
、
戦

え
る
組
織
を
つ
く
る
の
は
何
の
た
め
か
。
日
本
有
事

が
も
っ
ぱ
ら
日
本
が
攻
撃
さ
れ
る
形
で
起
こ
る
可
能

性
は
限
り
な
く
低
く
、
よ
り
大
が
か
り
な
有
事
の
波

及
と
し
て
の
み
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え

る
と
き
、安
保
法
制
（
戦
争
法
）
を
成
立
さ
せ
て
し
ま
っ

た
こ
と
の
重
み
が
、
あ
ら
た
め
て
迫
っ
て
く
る
。

（
お
お
う
ち
・
よ
う
ぞ
う
／
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
会
員
）
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